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<IR>  networks
worldwide  now  have
over  750  participants
    
Businesses  find  <IR>  networks  help  them
implement  Integrated  Reporting  by  giving
them  important  insights,  the  ability  to  test
ideas  and  learn  from  peers.  At  its  roots
<IR>  is  market-­led,  responding  to  the
needs  of  businesses  to  improve  the  way
they  communicate  their  value  creation
story.  Therefore,  businesses  find  that
collaborating  and  sharing  experiences  is
the  best  way  to  get  the  most  out  of  their
move  towards  <IR>.

As  a  result  <IR>  networks  are  growing,
with  more  opportunities  for  organizations
to  collaborate  with  national  and  industry
peers  as  well  as  international  businesses,
to  explore  how  to  evolve  their  integrated
thinking  and  reporting  practices.

<IR>  networks  are  instrumental
in  increasing  the  pace  and  scale  of  <IR>
adoption  with  the  number  of  participants
now  at  over  750.  The  IIRC  is  collaborating
with  many  organizations  around  the  world
to  run  these  networks,  including  stock
exchanges,  institutes,  businesses  and
industry  associations.  For  example,  the
Confederation  of  Indian  Industry  and  the
Brazilian  Development  Bank  are  leading
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仮訳：株式会社エッジ・インターナショナル
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2016 年 12 月 6 〜7 日
にロンドンで開催予定の

「ICGN-IIRC カンフェレ
ンス」への参加申込は 

こちらから

Novo Nordisk は、 
Corporate 

Responsibility 
Reporting 

Awards2016 
において 

最優秀統合報告賞を 
受賞しました。 

こちらの Corporate 
Register への 
登録により、 

同報告書の全文を
閲覧できます。

人的資本の報告を通して 
統合的思考を強化

「統合報告価値創造」シリーズ最新の出版物では、企業内
の人的資本にスポットライトをあてている。人的資本はその
性質上、地理的・文化的背景や、業界や組織特性に影響さ
れるきわめて可変的なリソースであり、そうした意味で複雑
な領域である。市場やテクノロジー、社会の発展にともない、
人的資本に対して組織が抱えているニーズも時間の経過とと
もに変化していく。人的資本のマネジメントと報告は組織に
とってチャレンジングな課題ではあるが、価値の創出と最大
化について、きわめて重要な役割を果たす。

本書の企画にあたり、企業と投資家の双方に興味をもって
いただけるよう、この分野で現在試みられている開発や実
験の数例を紹介しつつ、人的資本に関する報告の価値を強
調するよう工夫した。また、「統合報告」の採用により得ら
れる特別な利点など、人的資本のマネジメントおよび報告の
さまざまな利点を特定している。

こうした研究は通常、人的資本と、組織の業績改善との関
係性を明らかにするが、事業の収縮を経験した組織のほぼ
60％が、自社のスタッフを訓練しなかったか、あるいはそう
した訓練が不十分だったことを示唆するデータもある。

Newton Investment Management の最高経営責任者・
Helena Morrissey 氏は、以下のように述べている。「人
的資本は、多くの組織のビジネスモデルにおける価値創造
と競争優位性にとってますます中心的課題となりつつありま
す。投資家は、投資先の評価や投資の意思決定に際し、人
的資本をさらに重視する必要があります。したがって、組織

2015 年に 
日本で発行された 

統合報告書の調査：
KPMG では、 

2015 年に日本で発行さ
れた 205 冊にのぼる 

自己表明型「統合報告書」 
を分析しています。

http://integratedreporting.org/iirclondondec2016/
https://assets.kpmg.com/content/dam/kpmg/pdf/2016/05/jp-en-integrated-reporting-20160426.pdf
http://www.novonordisk.com/sustainability/performance/Integrated-reporting.html
http://www.corporateregister.com/crra/
http://integratedreporting.org/resource/creating-value-board/
https://www.managers.org.uk/~/media/Files/PDF/M2020/Management%202020%20-%20Leadership%20to%20unlock%20long-term%20growth.pdf
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IIRC との連携を確認する 
IFRS 財団評議委員会
IFRS 財団の評議委員会では、5 年ごとに同財団の有効性
について協議している。同委員会では先頃、「コーポレート
レポーティングダイアログ」および IIRC との共同作業の重
要性における同委員会の役割を確認し、2015 年に開催し
た協議の調査結果を発表している。

IFRS 財団評議委員会の協議をうけ、同委員会は「今後、企
業報告全般に関わる領域について責任をもつ団体（『コーポ
レートレポーティングダイアログ』や『IIRC ( 国際統合報告
評議会 )』など）との連携を強め、そうした団体の展開を注
視していく」と述べている。

IIRC は昨年、この調査結果に対し、財務報告の従来の境界
が拡大しつつあり、全体として報告エコシステムの妥当性や

には、報告のなかで、人材に関する戦略やパフォーマンス指
標といった、より詳細な情報を提供していただくことが不可
欠です。私たちは、この重要な資本について、より一貫性の
あるデータや情報の提供を容易にするのに役立つ取組みを
歓迎します。」

昨今では、時間の経過にともなう価値創造に向け、組織
が使用し影響をおよぼしているすべてのリソースがどのよう
に相互に機能しているかを示す情報を投資家に提供すべく、
ますます多くの組織が「統合報告」を活用している。こうし
た組織では、自社の人的資本を、その他の資本（知的資本、
製造資本、社会的および関係性資本、自然資本や金融資本）
に接続する方法について、投資家への情報提供を強化すべ
く懸命に取組んでいる。

IIRC では、業績の報告や短・中・長期的な価値を創造する
ための指標などを含む、人的資本報告に関して広く受容さ
れるアプローチの開発ペースを加速させるべく、人的資本報
告に変革をもたらすさまざまな取組み全体を調整するよう奨
励している。

「さまざまな価値と 
市場価値： 

IIRC の目指す 
金融システムを 
理解するために」

IIRC 最高経営責任者
Paul Druckman 

および最高戦略責任者
Jonathan Labrey 共著

http://integratedreporting.org/news/the-value-and-values-of-markets-understanding-the-purpose-of-our-financial-system/
http://www.ifrs.org/About-us/IFRS-Foundation/Oversight/Trustees/Trustee-reviews-of-structure-and-effectiveness/2015-Review-of-Structure-and-Effectiveness/Documents/Review-of-Structure-and-Effectiveness-Feedback-Statement.pdf
http://corporatereportingdialogue.com/
http://corporatereportingdialogue.com/
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有効性に対する信頼と信用性を維持していくためには、企
業報告の背景を横断的に統括する諸機関が市場に確実性を
与え、グローバルな企業報告の統一性を維持するために協
働していくことが重要である、と回答した。そこで IIRC では、
IFRS 評議委員会に対し、IIRC との協業を継続しつつ企業
報告ダイアログへの参加を呼びかけた。 IIRC では、IFRS
財団評議委員会が両機関の戦略的パートナーシップ精神に
基づいてこの回答に沿った活動を推奨してくれていることを
嬉しく思っており、IIRC は今後数年間、同財団と緊密に協
力しつつ、企業報告の統一性や一貫性、比較可能性をさら
に促進していけるよう期待している。

コーポレートガバナンス・ 
コードに埋め込まれた 

「統合報告」
オランダとマレーシア両国では、コーポレートガバナンス・
コードの草案段階から、「統合報告」の採用を奨励している。
これは、コーポレート・ガバナンス基準の普及に向けた世界
的に広まりつつあるトレンドの一環であり、こうした基準の
多くが、適正実施基準として「統合報告」を挙げている。

こうした動向は IIRC の市場主導型アプローチに適合してお
り、当評議会では規制当局や基準設定機関に呼びかけ、「統
合報告」の採用障壁を取り除き、強制的にではなく自主的に

「統合報告」採用を促していくよう求めている。こうしたア
プローチは、チェックボックスに追従するようなアプローチ
とは異なり、「統合報告」採用に必要な、真に企業に恩恵を
もたらす革新的な思考方法を強化できるよう設計されている
からである。

マレーシア証券委員会では、公開協議に向け、「マレーシア
におけるコーポレートガバナンス・コード草案」をリリースし
ている。提案された草案では、開示を「コア」および「コア+（プ
ラス）」の二項に大別している。「コア」では、企業はコアと
なる実施項目の遵守について、それを適用するか、その代
替実施案についての説明を開示するよう求められており、一
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方で「コア+」カテゴリは、企業が真摯に達成を目指すべき、
採用が強く推奨される典型的な実施項目で構成されている。

「コア+」の特徴を示す実施項目のひとつが「統合報告」で
あり、同コード草案は、「（コア+）企業は世界的に認められ
たフレームワークに基づく統合報告を採用している」と述べ
ている。また、統合報告の採用により期待される結果として、

「企業の価値創造の開示が、信頼に価する体系的かつ包括
的なものとなること」が挙げられている。

オランダの「コーポレートガバナンス・コード」草案は、「改
訂版の基準において、当証券委員会は、企業および企業と
提携する組織が、長期的な価値創造に焦点を当てるように
なることに重点を置きたいと考える」と述べている。同草案
はさらに、「このアプローチは、企業が、統合報告分野の開
発を含む、企業の非財務的側面に関するリスクと機会につい
てより多くの責任を負うよう求める近年の動向を反映してい
る」と続けている。

新たな「キング IV 
ガバナンス報告書草案」が、 
IIRC の求める 3 つの 
変化を反映
IIRC は、南アフリカの「キング IV コーポレート・ガバナン
ス報告書草案」を発行しているキング委員会に応え、進歩
的かつ包括的なガバナンスモデルを前進させる上で、同委員
会が果たしている継続的なリーダーシップを称賛している。

キング IV 報告書草案は、IIRC が積極的に呼びかけている
3 つのシフトを顕揚し、「[ 同報告書内で ] 扱われている概
念・・・リーダーシップや、社会の中の組織、企業市民、
持続可能な開発、ステークホルダーの包含性、統合的思考
および統合報告などは、現代企業の思考にみられる 3 つの
相互に接続し合うパラダイムシフトに関連している」と述べ
ている。

http://www.commissiecorporategovernance.nl/download/?id=2835
https://c.ymcdn.com/sites/iodsa.site-ym.com/resource/resmgr/King_IV/King_IV_Report_draft.pdf
https://c.ymcdn.com/sites/iodsa.site-ym.com/resource/resmgr/King_IV/King_IV_Report_draft.pdf
http://integratedreporting.org/when-advocate-for-global-adoption/what-the-iirc-is-calling-for/
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IIRC の求めている３つのシフト：

    1.　金融資本主義から包括的資本主義へ
    2.　短期資本市場から長期的・持続可能な資本市場へ
    3.　報告における閉鎖的サイロ思考から「統合報告」へ

IIRC は、こうした 3 つの経済ガバナンスシフトが、より安
全で安定的な、世界経済の成功を創出するのに不可欠なも
のであると確信している。当評議会は、過去 3 年にわたり、
統合報告および包括的な企業報告システムが、企業や投資
家に対し、実践的な利益をもたらすことができることを示し
てきた。当評議会は、今こそ、全世界に統合報告の恩恵を
広め、経済とコーポレート・ガバナンスの質を強化するため
に、こうした原則を普及すべき時であると確信しており、南
アのコーポレート・ガバナンスを統括するキング委員会がこ
うしたトレンドを促進することの重要性を認識していること
に、喜びを感じている。

キング IV 報告書草案は、2016 年 7 月11日まで、コメン
トを募集中。

IIRC「ガバナンスおよび 
任命委員会」に 2 名の 
シニアメンバーを任命
IIRC は、日本の一橋大学教授・伊藤邦雄氏、および
IOSCO前チェアマンMaria Helena Santana氏の両名を、

「ガバナンスおよび任命委員会」シニアメンバーに任命した。

IIRC の最高経営責任者 Paul Druckman は、この任命に
ついて次のように述べた。「Maria Helena Santana 氏と
伊藤教授が IIRC にもたらしてくれる経験、知識と理解力を
控えめに評価すべきではありません。当評議会は、同委員
会への就任を受諾してくださった両氏に感謝するとともに、

『統合報告』の普及についてご両名がそれぞれの国でご尽力
くださった結果として、両氏が備えておられる洞察力から恩
恵をいただけることを楽しみにしています。」

https://c.ymcdn.com/sites/iodsa.site-ym.com/resource/resmgr/King_IV/King_IV_Report_draft.pdf
http://integratedreporting.org/the-iirc-2/structure-of-the-iirc/committees/
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日本における「統合報告」採用企業は増加し続けており、
昨年は 200 社以上が統合報告書を作成したが、今後もよ
り多くの企業が追随すると予想している。伊藤教授は、日
本企業の取締役会にとって重要なツールとなった「伊藤レポー
ト」を通じ、日本の企業報告慣行に変革をもたらし、企業
の「統合報告」採用に重要な役割を果たした。

伊藤レポートは、資本効率重視の経営、投資チェーンの最
適化、および企業と投資家の間の双方向の対話の促進など
に向けた移行の必要性を強調し、これらの目的に向けた有
効な手段のひとつとして、「統合報告」を紹介した。同レポー
トは、金融庁が発行する企業の取締役会と機関投資家の
間の強力な対話を促す「日本版スチュワードシップ・コード」
によって補完されている。

IOSCO 前チェアマン Maria Helena Santana 氏も、当評
議会からの「ガバナンスおよび任命委員会」への招請を受
諾してくださった。同氏はブラジルの企業報告分野における
重要人物であり、IIRC の使節および往年の評議会メンバー
として、ブラジル地域における「統合報告」の採用促進にご
尽力いただいた。また、2007 年から 2012 年まで、ブラ
ジルの証券取引委員会のチェアマンを務め、それに先立つ
12 年間、ブラジルの証券取引所、BM ＆ FBOVESPAで
働いた。

2014 年以来、BM ＆ FBOVESPA は、ブラジル企業の「統
合報告」採用の促進に努め、統合報告書やサステナビリ
ティ報告書により、報告ないしは説明を行うよう推奨し続け
ている。ブラジル国内では、「統合報告」を支援する活動が
活発であり、「統合報告」に向けた「ブラジル委員会」に参
加する 320 社超の企業が議論を重ね、新たなアイデアを
開発するなど、ブラジル国内の意識向上を目指して協働で
取組んでいる。ブラジルでは、Itaú Unibanco、Natura 
Cosmeticos、BNDES および AES Brasil などの主要企
業が「統合報告」を採用している。

https://assets.kpmg.com/content/dam/kpmg/pdf/2016/05/jp-en-integrated-reporting-20160426.pdf
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「報告書はどのように 
進化すべきか」： 
研究成果を発表する KPMG
KPMG では、より広範囲の、ビジネスに焦点を当てた情報
の提示を求め、弱点を強調し、優良慣行の特定に努めつつ、
事業報告の最新調査結果を発表した。この調査報告書は、
投資家が現在および将来において、より的確な意思決定を
行うことができるよう、投資家向け情報の価値について重
要な洞察を提供している。同報告書は、「当社の見解は、財
務報告が、こうしたコミュニケーションにおける中心的な役
割を果たしているということですが、財務報告だけでは企業
の業績と独自の見通しの全体像を提示することはできませ
ん。投資家は、企業の成長の基盤となる健全性、成長の潜
在能力、企業収益の長期的持続性を評価する必要がありま
す。」と述べている。さらに同報告書は、アニュアルレポー
トが現時点では、長期的な意思決定を行う投資家をサポー
トするための適切な情報を提供していない、と続けている。

同報告書は、その後、6 項目の重要な推奨事項、あるいは
改善に向けた必達事項を挙げている。この中には、事業報
告のコンテンツにおける、企業戦略のより深みのある分析
が含まれ、明解かつ関連性が明示されたコンテンツが求め
られること、さらには長期的な洞察や、企業の戦略に合致
した主要業績指標を提供していることなどが含まれている。
同報告書は、「平均的なアニュアルレポートのボリュームは
204 ページ。レポートをより洞察に富む内容に改善するた
めには、ボリュームをそれ以上増やす必要はない。」と分析
している。

IIRC では、企業の財務実績以上の情報を俯瞰する株主たち
の能力を制限してしまう共通のテーマを見据えた同報告書
の分析や専門家の意見を歓迎している。 KPMG の Better 
Business Reporting 部門のシニアマネージャーで同報告
書の著者である Matt Chapman 氏は、「KPMG による事
業報告の調査は、ある理由から、『改善に向けた余地』と
呼ばれています。報告書の中に戦略に対するより深い評価
を埋め込み、それに一致する業績指標を提供することによ

https://assets.kpmg.com/content/dam/kpmg/pdf/2016/04/room-for-improvement-survey-of-business-reporting.pdf


story rather than just the areas of success.

Matt Chapman has written a blog that
introduces this latest survey from KPMG
and discusses the next steps companies
should be making.
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り、『統合報告』は、そうした改善をもたらす可能性を秘め
ています。」と述べた。こうした結論は、企業報告に関与す
るすべての人びとにとってよいモチベーションになる。業績
情報のギャップは部分的にビジネスモデルや戦略の記述に
対応するギャップに起因する場合があるためである。

報告書は、「投資家が企業の健全性と見通しを評価するため
に必要な情報と、彼らが企業報告チャネルを通じて受け取っ
ている情報の間に生じる重大なギャップ」に対処すべく取
組んでいる企業は、投資家たちと自社の事業業績について
商業的損益にばかり焦点を当てた議論を行う傾向に起因し
ていることに気づく可能性が高いという点について論じてい
る。また、同報告書は、企業が投資家への開示を強化する
ことにより獲得している多くの成果を実証する研究結果、例
えば自社の成功分野ばかりではなく、企業の全体的なストー
リーを見渡すことができているという自信を企業に与えると
いった成果についても言及している。

Matt Chapman 氏は自身が執筆するブログにおいて、
KPMG によるこうした最新調査を紹介し、企業が進むべき
次なるステップについて意見を述べている。

http://integratedreporting.org/news/room-for-improvement/



